
キヤノンシステムアンドサポート株式会社
＜IT人材育成＞
約300名のエンジニアの技術力を強化する実践教育プログラムと
研修基盤の整備で企業の戦略的成長を支援

運用まで寄り添う支援体制を築く企業姿勢

　キヤノンシステムアンドサポートは、キヤノンマーケティングジャパ
ングループに属するITソリューション企業で、複合機やプリンターを
中心としたキヤノン製品の販売・保守に加え、オフィスのIT環境構
築と運用・保守サービスを提供している。日本全国に約150拠点を
展開し、中小企業に対し地域密着型のサポートを行っている点が特
徴だ。構築して終わるのではなく、導入後の運用・保守まで一貫し
て支援する姿勢を重視しており、顧客の業務活用を見据えた継続的
な伴走支援を強みとしている。
　この“販売後の運用まで寄り添う”という同社のサービスコンセプ
トについて、キヤノンシステムアンドサポート株式会社 執行役員 エ
ンジニアリング統括部門 ソリューションエンジニアリング本部 本部
長の猪狩 伸也氏は次のように語る。「販売した後に、お客様がしっ
かりと業務で活かし、使っていただける環境を作り上げるところま
で、寄り添った支援をしていくのが当社のコンセプトです。」この理念
が、同社のエンジニアリング体制や人材育成の在り方にもしっかりと
反映されている。

全国で均一な技術力を実現する育成基盤

　キヤノンシステムアンドサポートが抱えていた課題は、全国に配
置された約300名にものぼるITエンジニアの技術レベルを底上げし、
どの拠点からでも同じ品質で顧客を支援できる体制を維持すること
であった。地域によっては一人で広範囲を担当するケースもあり、教
育環境の差がそのまま新規ソリューション立ち上げ時におけるスキ
ルのばらつきにつながっていた。
　“構築して終わりではない”サービスモデルを継続するためには、
担当者が幅広い製品・技術を理解し、適切に組み合わせて提案・
実装できる総合力が欠かせない。そのため同社では従来から各ベ
ンダーが提供する研修プログラムを活用してきたものの、取り扱う
製品領域が広がるにつれ、ネットワーク分野においてはより体系的
に学べる共通基盤が求められるようになっていた。とくにネットワー
ク機器は、常に最新の設備に触れられる機会自体が限られるため、
実機を用いて学べる研修が必要とされていた。
　猪狩氏は、「機会が少ない分、実際に手を動かす研修は理解を深
めるだけでなく、現場で必要な判断力の習得にもつながると感じて
います」と語り、実機ハンズオンを中心とした学習環境の重要性を

強調する。
　こうした背景から2023年、同社はネットワーク領域の育成基盤と
してアライドテレシスの教育・研修サービス「Net.Campus」を採用し
た。実機を用いた少人数制のハンズオンに加え、習熟度を客観的に
示す認定制度は、全国で均一な品質を維持するための育成に適して
おり、ネットワーク技術の底上げを図るうえで欠かせない取り組みと
なった。

技術力向上の要となった	 	 	 	
実機ハンズオン研修の全国展開

　2023年10月から、Net.Campusを活用した新しい研修制度が東京
でスタート。多様な製品を扱うなか、体系的に学べる仕組みが求め
られていたことから、実機を使った少人数制ハンズオンで、なおか
つ基礎から運用・設計までネットワーク分野を段階的に学べる点が
Net.Campusの採用につながった。
　研修では、受講者が積極的に質問し、講師との対話が深まる環
境が整ったことが大きな手応えとなった。猪狩氏は、「手を動かし
ながら学べることで現場対応の精度が上がります」と語り、実務に
直結した学習効果を高く評価する。
　この成果を踏まえ、翌2024年度には研修を全国へ拡大。東京で
4回（3月、6月、7月、12月）、大阪で2回（6月、10月）実施され、計
6回にわたる研修に全国から約30名のエンジニアが集結・参加した。
さらに専門性の高い定期講座にも受講が広がり、基礎から応用まで
体系的に学べる環境が整備された。
　そして今年、2025年度に入り展開はさらに加速。東京で2月・4月・
7月、大阪でも5月に開催。なお4月には九州でも初めて開催されてい
る。秋以降も東京で複数回を追加し、業務状況に合わせて柔軟に
受講できる体制を整えた。また、当社が提供するネットワーク統合
管理ソリューションAMFを実機で体験しながら学べる「AMFハンズ
オン」に加え、上級の認定制度があるコースを採用し、専門性強化
を後押しすることに成功した。受講を通じて、より高度なネットワー
ク設計やトラブル対応など、現場で活きるエンジニアスキルの強化に
もつながり、現場からも高い評価を得ている。
　こうした段階的な取り組みの結果、研修の効果が明確に表れはじ
めている。「実機ベースでの学習により設定意図が理解しやすくなる
のはもちろん、トラブルシューティングの視点が磨かれ、現場対応
力の底上げにつながっています」と猪狩氏は語る。さらに、実際の

キヤノンシステムアンドサポートは、全国の中小企業に向けてITの計画策定から導入、運用、保守、
教育まで一貫した支援を提供している。同社では、幅広いIT領域に対応するエンジニアの技術レ
ベルを底上げするため、2023年度からアライドテレシスの教育・研修サービス「Net.Campus」
を導入し、実機を用いたハンズオントレーニングによる体系的な育成を進めてきた。その導入背景
や研修内容、得られた効果、そして同社が見据える今後の「ビジネス戦略」を紹介する。

導入事例

課 題 効 果採用ポイント
��新規ソリューション立ち上げ時の、拠点における
技術力のばらつきが全国均質支援の課題に
��座学中心ではネットワーク実務力の�
定着が不十分
��マルチベンダー対応で必要と�
される技術領域が拡大

��少人数研修＋実機ハンズオンで�
理解と習熟を促進
��認定制度によるエンジニアスキルの�
可視化と育成設計
��業務との両立をサポートする、�
拠点での受講体制

��設定・トラブル対応時の精度向上
��対応品質標準化と認定制度で�
客観評価・育成計画を推進
��設計〜構築力の向上で�
柔軟な顧客対応と、新ビジネス展開



受講者が研修内容を活かして案件を獲得し、構築をするといった
戦略に基づいた成果も出てきているとのこと。
　2025年度からは講座ごとの認定制度によって習熟度が客観化さ
れ、育成計画の立案や進捗管理にも活用されている。結果、東京・
大阪・九州に共通の教育基盤を持つことで、全国規模での対応品
質の強化も順調に進んでいるとのことだ。

会社の未来を見据えた技術力の強化と深化

　Net.Campusを軸にした育成体系が定着したことで、同社では技
術力の強化に加え、スキルの可視化が着実に進んでいる。若手から
中堅、上級レベルまで段階的に学べる環境が整い、全国の各拠点
で同じ基準に基づいた教育を提供できる基盤が形成された。猪狩
氏は、「販売して終わりではなく、業務にしっかり活かせるまで伴走
するのが私たちの使命です」と、運用支援まで含めた総合的な技術
力の重要性を改めて強調する。
　なお、猪狩氏は今後の展望として、基礎・応用の次のステップと

してネットワーク設計・デザインのスキル取得、さらにはスペシャリス
ト育成へと計画を進めているという。研修の地域展開も引き続き強
化し、全国均一のサービス品質をより確かなものにする方針だ。
　また同社は、ネットワーク基盤の構築と運用支援においてアライ
ドテレシスとの協業をさらに深め、介護福祉など業種特化型の提案
領域も視野に入れている。見守り機器やネットワークカメラシステム、
ひいてはWi-Fi環境など、ネットワークが業務の基盤となる場面が増
える中で、教育強化と運用支援を一体化させたサービスモデルの構
築を進めている。
　Net.Campusの導入は、単なる技術研修にとどまらず、同社が全
国で一貫した品質のIT支援を提供するための育成基盤そのものを
強化する取り組みとなった。今後も教育体制の拡充を通じて、地域
に密着した高品質なサポートを持続的に提供していく方針である。
　アライドテレシスではこれからも、キヤノンシステムアンドサポート
のITソリューション製品や技術、サポートの提供を通じ、積極的に
支援していく。

教育・研修サービス

ネットワーク技術者を目指す方への有償トレーニングサービスです。
豊富なコースの講義・実機演習を通じて、ネットワーク構築の基礎から応用まで幅広いノウハウ・スキルを取得できます。

◀研修イメージ

学びやすい受講環境を提供する「Net.Campus」とは？ 詳細はこちらをご覧ください▶
https://www.allied-telesis.co.jp/training/

特長1

定期コースはCAT（初級）・CAP（中級）・CAE（上級）の
3つのレベルで、セキュリティ教育コースは基礎知識か
らカスタマイズコースまでの3ステップで構成されてい
ます。講義や実機演習、シミュレーション演習を通した
基礎からの学習と、試験による理解度チェックで、段階
的に実践力を高めることができます。

CAE（上級）

CAP（中級）

CAT（初級）

講 義 試 験 試 験 合 格実機演習

講 義 試 験 合 格試 験実機演習

講 義 試 験 合 格試 験実機演習

特長2

LMS（学習管理システム）により、コースの受講状況の管理や試験の
合否・理解度などを把握することができます。

※図はイメージです。

特長3

定期コース、特別コース、および
Linuxサーバ構築コースに合格
された方※には合格証書や、名
刺でも使用できる認定ロゴも提
供しております。
※合格証書・認定ロゴは定期コース、特別コース
およびLinuxサーバ構築コースにおいて、各
種テストに合格された方へ提供しております。

ネット・ドット・キャン
パス

Campus

SA
MP
LE

合格証書 認定ロゴ

経験豊富な講師

実機に触れる

認定試験で理解度が向上

少人数からOK

様々な受講形態

証書･認定ロゴがもらえる

お客様プロフィール

■キヤノンシステムアンドサポート株式会社
本 　社 ：東京都港区港南2-16-6　キヤノン S タワー
設 　立 ：1980年
代　表 ：代表取締役社長　平賀 剛

キヤノン製品の販売・保守および他社製システム機器による
コンサルティングセールスを行い、オフィスのIT環境構築と運
用・保守サービスを提供。また、IT専任の人材を抱えられない
中小企業の顧客に対して、専門的な知識や技術をもってITの計
画策定から選定、導入、運用、保守、教育までトータルでサ
ポートする「まかせてIT」シリーズを展開。経営課題解決とDX
推進を支援し、中小企業の持続的成長を後押ししている。
https://corporate.jp.canon/profile/group/system-and-support

キヤノンシステムアンドサポート株式会社
執行役員
エンジニアリング統括部門 
ソリューションエンジニアリング本部
本部長
猪狩 伸也氏

〒141-0031  東京都品川区西五反田7-21-11 第2TOCビル　　https://www.allied-telesis.co.jp/

https://www.allied-telesis.co.jp/contact/
ネットワーク構築などのご質問やご相談、その他のお問い合わせ

● CentreCOM、SwitchBlade、Secure EnterpriseSDN、AMFramework、AMFPlus、VCStack、EPSRing、LoopGuard、AlliedView、Vista Manager、AT-VA、AT-AWC、AT-UWC、Allied Telesis Unified Wireless Controller、
EtherGRID、Envigilant、Net.Service/ネット・ドット・サービス、Net.Cover、 Net.Monitor、 Net.Assist、アライド光、Net.CyberSecurity、ネットドットキャンパス、Net.Pro、Net.AMF、tokalabs、AlliedSecureWAN、NetQuestは、
アライドテレシスホールディングス（株）の登録商標です。●その他記載の会社名、製品名は各社の商標および登録商標です。●記載の製品仕様および外観、標準価格および、その他情報は都合により予告なく変更する場合があります。
●掲載されている写真は印刷の関係上、本来の色と多少異なる場合があります。●記載事項は2025年12月現在の内容です。●掲載内容を許可なく使用、複製、複写、改変、加工、転載等することを禁じます。


